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５日（火）に、保育について研鑽を深めるということで、村内 2 幼稚園で同時公開保育を実施しまし

た。これは、村内の幼稚園、保育士、小学校教員等を対象として保育に関する研修を行い、幼児教育と

小学校教育の充実をめざそうという研修の一つです。 

本園には、おおぎみこども園、くにがみこども園の両園長先生と教諭の皆さん、東村立保育所の保育

士さんをお招きし、本園の保育実践を参観していただき研究を深めました。 

幼児期における教育は、生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要なものであり、幼稚園教育は幼児

期の特性を踏まえ、環境を通して行うものであることを基本としています。今回の公開保育は、本園  

仲田光児教諭が日々の実践から子供達の姿をしっかりと見取り、ねらいとしている育てたい姿をイメー

ジし実践したものでした。この日は「ダムづくり」と「色水遊び」の2つの遊びが準備されていましたが、

子供達の豊かな感覚を十分に働かせられるよう、色々な材料・環境をしっかりと準備し、やりたい、おも

しろい、こうしたらどうかな等々の子供達の好奇心に十分応えられる保育が展開されました。参観した

先生方からは、多くのお褒めの言葉とアドバイスを頂き、更なる教師力アップに繋がるものとなりまし

た。（この夏、本小学校においても幼稚園教育への理解を深める研修を行います！） 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼稚園 公開保育実施しました！ 
 


